
1 
 

 
 
 
 

令和元年度  

「地域 ICT クラブ」地域実証事業 

協議会別 成果報告書 
  
 
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年 2月  

AIC 淡路市 ICT クラブ協議会 

（A-TECH あわじ次世代テック推進会） 

兵庫県淡路島・淡路市・神戸市・明石市 



2 
 

 

目 次 
1. 地域 ICT クラブの設置 ............................................................................................................................. 3 

1.1 地域 ICT クラブの全体コンセプト ........................................................................................................ 3 
1.2 地域 ICT クラブの立ち上げ ................................................................................................................ 4 

2. 活動実績 .................................................................................................................................................. 5 
2.1 地域 ICT クラブ設置実績 .................................................................................................................. 5 

2.1.1 地域 ICTクラブ設置実績 ........................................................................................................... 5 
2.1.2 地域 ICTクラブ構成員の募集 .................................................................................................... 5 

2.2 メンター育成実績 ............................................................................................................................. 17 
2.3 講座実施実績 .................................................................................................................................. 18 

2.3.1 講座実施実績 .......................................................................................................................... 18 
2.3.2 講座カリキュラム ........................................................................................................................ 33 
2.3.3 使用教材・端末の選定・確保..................................................................................................... 39 
2.3.4 場所の選定・確保 ..................................................................................................................... 56 
2.3.5 学校との連携 ............................................................................................................................ 56 

3. 自立的な継続活動を実現する運営体制の検証 ....................................................................................... 57 
3.1 自立的な継続活動を可能にする運営体制の整備 .............................................................................. 57 
3.2 自立的な継続活動を可能にする人的リソースの確保 .......................................................................... 57 
3.3 自立的な継続活動を可能にする講座の整備...................................................................................... 57 
3.4 自立的な継続活動を可能にするマネタイズの工夫 .............................................................................. 57 
 
 
  



3 
 

1. 地域 ICT クラブの設置 

1.1 地域 ICT クラブの全体コンセプト 

（テーマ） 
「地域住民（児童生徒、社会人、高齢者、チャレンジド（障害者）等）が ICT/IoT を、現場で触れて体感し、楽

しく“学び・教え合う”、笑顔が溢れる交流と絆の拠点づくり」 
 
（概要） 
少子化が進む中でも、淡路市は小学 4年生から中学生までの全生徒にタブレットを配布し、ICT教育に励んでい

る。また、高齢化率は約 36.3%（H29.10)で、全国平均よりも約 9.6%も高い。これら、少子高齢化の影響は、地
域課題として、「農業・水産業の後継者不足」、「域内消費の減少」、「介護・医療費の増大」等として顕在化してい
る。これらの課題を解決すべく、地域の児童・学生、社会人、チャレンジド（障害者）、高齢者等が、“学び・教え合
い”、笑顔が溢れる交流と絆の「インクルーシブ」な社会における、「地域のコミュニティの砦」として、域内外の専門家等と
共に地域 ICT クラブを整備し、ICT リテラシーの向上を通じた Society5.0社会の実現に向けた起点事業とする。 
 
（地域の状況） 
淡路市では、地域住民や推進団体が中心となり、農村や漁村を開放することで地域住民等の負荷や負担を軽減す

るための補助道具として ICT/IoT の実装を推し進め、地域において、ICT/IoT/AI/各種データ（画僧データ等も含
む）の利活用による集落のデータ化を目指し、文化、伝統、産業、食や自然への ICT/IoT の利活用準備を推進して
いる。淡路市の人口は年間 500人単位で減少しており、人口減少社会が進行するなか、市内の産業が継続していく
には、更なる効率化が必要不可欠である。 
現在、市内では農業分野において効率化を図るため情報通信技術（以下 IoT）の活用が図られているが、農林

水産業、製造業、建設業などにおいても IoTなどを活用し、生産性を向上するために効率化を図ること、新たなサービ
スを創出することが求められている。しかしながら、淡路市では、少子化が進む中でも、小学 4年生から中学生までの全
生徒にタブレットを配布し、ICT教育に励んでいるところであるが、淡路市には IT企業と呼ばれる業種は存在しておら
ず、IT技術者を育成する環境が整っていない。また、高齢化率は約 36.3%（H29.10)で、全国平均よりも約
9.6%も高い。これら、少子高齢化の影響は、地域課題として、「農業・水産業の後継者不足」、「域内消費の減少」、
「介護・医療費の増大」等として顕在化している。 
 
（事業のねらいの策定業務） 
地域の状況を鑑み、地域の児童・学生、社会人、チャレンジド（障害者）、高齢者等が、“学び・教え合い”、笑顔が
溢れる交流と絆の「インクルーシブ」な環境や、ICT リテラシーの向上を通じた Society5.0社会の実現に向けた起点事
業とすべく、地域内外で構成する協議会メンバー及びサポーター等により、下記のねらいを策定した。 
地域住民（児童生徒、社会人、高齢者、チャレンジド（障害者）等）が ICT/IoT を、現場で触れて体感し、楽しく
“学び・教え合う”、笑顔が溢れる交流と絆の拠点づくり世代を超えて、淡路の魅力と、この島の３代が学び教え合い 
体感しよう︕プロフェッショナルとともに︕︕ 
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1.2 地域 ICT クラブの立ち上げ 

（淡路市 ICT クラブの形成） 
淡路市 ICT クラブは、地域の児童・学生、社会人、チャレンジド（障害者）、高齢者等が、プログラミング等の

ICT/IoT を楽しく“学び・教え合い”、笑顔が溢れる「地域コミュニティの砦」となることを目指す。場所としての「地域コミュ
ニティの砦」としては、廃校となった小学校の教室を利活用し、新たな“集い”の場を創出する。淡路市 ICT クラブでは、
そのコンセプトとして「ステップアップ型学習」、「多世代交流」、「小中学校・学童連携」、「地場産業の後継者育成（高
齢者の知見共有等）」、及び「地域課題解決」に加えて「学校（課外）クラブ活動との連携」として県立津名高校の
ICT関連クラブ活動と連携、及び、「未就業の女性等の就労の動機付け」として事業の継続時におけるメンターの発
掘・育成等が可能な活動の場としての機能を形成する。 

2017年より地域の住民で集まり先端技術の学びの場をつくろうと話し合いがスタートし、中心メンバーが三役となり
A-TECH（あわじ次世代テック推進会）を立ち上げた。2018年春から旧尾崎保育園でエンジニアクラブを開講し取り
組みを進めているところに、淡路市 IoT推進ラボから A-TECH へ推進ラボの会議への参加と見学等の声掛けがあり、
地域の ICTの学びの状況や事例紹介などの共有を進めたところ、推進ラボに所属する神戸新聞社、ドコモ CS関西及
び淡路市と A-TECHが組んで、地域の課題解決と ICTの学びの場作りのために、地域 ICT クラブの立ち上げを目指
すことになった。より高度なクラブとするために、高校、高専や大学との連携を進め、津名高校OBの協力により津名高
校と連携することとなり、ドコモ CS関西の推進と調整のもと明石高専の参画が決まった。 
 
表．協議会構成員一覧 
 

淡路市 ICT クラブ
協議会 

あわじ次世代 
テック推進会 
（A-TECH） 
【業務】 
全体の企画調整 
総括 
進捗管理 
定例会 
報告会 
会計 
講座全体の企画 
講座全体の推進 
拠点の管理 
インフラの整備 
地域の調整 
その他 

あわじ次世代テック推進会 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・講座２の実施主体 
・講座４の実施主体 等 

淡路市 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・講座の会場の提供 
 ・教材の提供 等 

株式会社神戸新聞社 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・講座１の実施主体 
 ・広報支援及び定例会への参加 等 

株式会社ドコモ CS関西 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・スマホ教室の実施 
 ・後方支援及び定例会への参加 等 

国立明石工業高等専門学校 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・講座３の実施主体及び講座３のサポート 
 ・教室、ICT機材の提供 等 

兵庫県立津名高等学校 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・講座５の実施主体 
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2. 活動実績 

2.1 地域 ICT クラブ設置実績 

2.1.1 地域 ICTクラブ設置実績 
表. 地域 ICT クラブ設置実績 
設置総数（ヶ所） ８ 

 
# 地域 ICT クラブ名 設置地域 
1 淡路市 ICT クラブ 本部 淡路市 旧尾崎小学校 
2 サテライト 津名高校 情報科学部 
3 サテライト 淡路市役所 
4 サテライト 尾崎会館 
5 サテライト 尾崎西集会所 
6 サテライト 柳沢公民館 
7 サテライト 育波公民館 
8 サテライト 高山集会所 

 
表. 地域 ICT クラブの各構成員確保実績数と主な属性・役割 
構成員種別 人数（名） 主な属性 主な役割 

計画値 実績値 
参加児童等 児童生徒等 50 75 小学１年生～中学生 受講者 

上記以外 0 7 高校生 受講者 
メンター 15 13 高校生・高専生・大学生・

一般・地域・消防団・その他 
 

サポーター 0 15 高校生・高専生・大学生・
一般・地域・消防団・その他 

 

 
2.1.2 地域 ICTクラブ構成員の募集 
（メンター・サポーター） 
所属団体の構成員を中心にメンターを募り、明石高専 OB の大学生に参加を募りました。学校 OB の講師メンター

サポーターへの参加は、市教育委員会、教育総務部やまちづくり政策課から参加を募りました。地域消防団へは A-
TECH の消防団メンバーから声掛けを行い、いきいき百歳体操のサテライト会場での参加は、A-TECH メンバーが地域
に説明をしてまわることで協力を得られることとなりました。 
メンターやサポーターの募集は、８/１１のキックオフセミナーへの参加からメンターサポーターへの参画を募るために、口

コミ、協議会員及び協議会地域等の支援者により直接的に参加を促した。 
 

（参加児童等） 
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 募集は、教育委員会経由で案内チラシの小中学校への配布、こども会や地域の支援者から保護者への配布、自治
会や交流広場を通じた配布や、教育委員会経由での小中学校へのポスターの掲示、公民館や会場への掲示や、協
議会員や支援者から受講対象者への直接受渡しや口コミに加えて、淡路市 ICT クラブホームページでの発信、淡路
市ホームページへの掲載、淡路市広報誌への掲載や神戸新聞の記事による募集案内を実施した。 
 
図. 募集ツール 
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2.2 メンター育成実績 

メンター講習︓8/1,8/2,8/5,8/6,8/7,8/9,8/10 
 
メンター講習やメンター育成の勉強会を開催して各人のスキルの向上や講座間やメンター間の連携ができると面白い

と考え、講座に向けてメンターやサポーターの意見を集めた。 
 メンターやサポーターからは、講座ごとに５回すべての受講が求められると、その他部活や習い事などの予定で参加不
可の日程が発生することが課題としてあがった。実際、５回通しての学習の準備と休みが発生した際の学習の進め方で
多少の混乱が見られた。 
 そのほか、月に一回または二回の頻度で開催された全体会議で、講座間やメンター間で各講座内の進捗や課題を共
有して、相互に改善策や意見を出し合って推進した。 
 
表. メンター育成研修実施実績 
実施総数（回） 7 
受講者数（名） 13 
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表. メンター育成研修カリキュラム 
# 研修内容 ねらい 使用教材 講師 
1 Arduino について 

4時間 
AI・ロボットを動かすプログラミング
言語の確認 
ロボットカーの実践動作 

Arduino 森靖一 

2 Blender について 
4時間 

情報科学３Dのモデリングとシミ
ュレーションの確認 

Blender 仲井義博 

3 Scratch について 
2時間 

ブロック型プログラミンを知る 
プログラミング導入と初歩動作の
確認 

Scratch 森靖一 

4 Sphero について 
2時間 

ブロック型プログラミングを利用した
球体ロボットの操作と導入の確認 

Sphero 西村政裕 

5 ことまどについて 
2時間 
 

電子新聞アプリ「ことまど」の確認 ことまど 武藤邦生 

 

2.3 講座実施実績 

2.3.1 講座実施実績 
 
表. 講座実施実績 
実施総数（回） 45 
受講者数（名） 82（延べ 338名） 

 
＜AIC 淡路市 ICT クラブ＞ 
① 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属

性 
受講者数
（名） 

メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 9/14 旧尾崎
小学校 

アプリ「こと
まど」で新
聞づくり① 

●取材の仕方、
記事の書き方、
写真の撮り方を
新聞記者から学
ぶ 
●アプリ「ことま
ど」の使い方を学
び、この日、学ん

小学１年
～中学１
年 

7 3 5 
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だことを記事にす
る 

2 9/21 旧尾崎
小学校、
淡路市
役所、尾
崎会館、
尾崎西
集会所、
柳沢公
民館、育
波公民
館、高山
集会所 

アプリ「こと
まど」で新
聞づくり② 

●「いきいき
100歳体操」を
取材する 
・淡路市の担当
者に体操の概要
を取材（淡路
市役所から
LIVE中継） 
・育波公民館、
柳沢交流広場、
山田研修センタ
ー、尾崎会館で
体操に参加する
人にインタビュー
（各会場を
LIVE中継）。
写真撮影。 
・尾崎会館で体
操参加者にイン
タビュー（対
面）。写真撮
影。 

小学１年
～小学６
年 

5 3 12 

3 9/21 旧尾崎
小学校 

アプリ「こと
まど」で新
聞づくり③ 

●記事を書い
て、新聞づくりに
挑戦 
・第 2回で取材
したことを記事に
まとめ、「ことまど」
で新聞を作成す
る 
・記事は「体操に
参加している人
たちの思い」「い
きいき 100歳体
操とは」の２本 

小学 4年
～小学 6
年 

3 3 12 
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4 9/28 旧尾崎
小学校 

アプリ「こと
まど」で新
聞づくり④ 

●記事の執筆の
続きをし、見出し
を考える。新聞
記者のアドバイス
を受けて、記事
や見出しを手直
し 
●みんなの前
で、自分の書い
た新聞を読み上
げ発表 

小学 1年
～小学 6
年 

6 3 6 

5 12/8 旧尾崎
小学校 

成果発表
会 

チャレンジ発表
会 
自分たちの製作
物を披露 
●講座の概要
説明 
●完成した新聞
の発表 
●受講した感想
の発表 

小学１年
～小学６
年 

100名程度 3 5 

6 12/11 旧尾崎
小学校 

【後期】 
アプリ「こと
まど」で新
聞づくり① 

●淡路市長にイ
ンタビュー（淡路
市役所からＬＩ
ＶＥ中継） 
●取材の仕方、
記事の書き方、
写真の撮り方を
新聞記者から学
ぶ 
●アプリ「ことま
ど」の使い方を学
び、 

小学３年
～中学１
年 

8 3 5 
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7 12/18 旧尾崎
小学校、
神戸新
聞社 

【後期】 
アプリ「こと
まど」で新
聞づくり② 

●記事を書い
て、新聞づくりに
挑戦 
・第１回で取材
したことを記事に
まとめ、「ことまど」
で新聞を作成す
る 
・記事の数は４
年生が１本、５
年生以上が２
本 

小学３年
～中学１
年 

8 3 6 

8 12/21 旧尾崎
小学校 

【後期】 
アプリ「こと
まど」で新
聞づくり③ 

●記事の執筆の
続きをし、見出し
を考える。新聞
記者のアドバイス
を受けて、記事
や見出しを手直
し 

小学５年
～中学１
年 

3 3 3 
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② 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属性 受講者数
（名） 

メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 8/24 旧尾崎
小学校 

ＰＣプログ
ラミングに 
チャレンジ 
初めてでも
楽しんで︕ 

PC キーボードの使
い方 
AI ロボットプログラ
ミング基礎 
 
⑴arduinoの性
質を知る 
⑵arduinoのメニ
ューを知る 
⑶arduino にコー
ドを打つ 
⑷コードをコンパイ
ルして arduino に
書き込む 
⑸実際の動きの確
認 

小学 3年～
中学生 

8 6 0 

2 9/7 旧尾崎
小学校 

ＡＩロボッ
トカーを 
自在に動か
そう︕ 
指定のコー
スをクリアし
よう 

ＡＩロボットプログ
ラミング 
応用 
コースに応じたプロ
グラミング 
 
⑴arduinoの各
部のおさらい 
⑵arduino とロボ
ットカーの接続確
認 
⑶モーターとタイヤ
の確認 
⑷前進後進回転
コードの作成書き
込み 
⑸自在に動かすコ
ードの作成デバック
書き込み作動 

小学 3年～
中学生 

6 5 0 
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3 10/5 旧尾崎
小学校 

センサーの
使い方を学
ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 

センサーの仕組み
を学ぶ 
レベルの高いプログ
ラミング 
⑴arduinoの機
能のおさらい 
⑵ロボットカーのコ
ード作成デバック書
き込み検討繰り返
し 
⑶超音波センサー
の仕組みの確認 
⑷必要な関数の
確認 

小学 3年～
中学生 

6 5 0 

4 11/9 旧尾崎
小学校 

ムネ製薬公
開セミナー 

近未来に AI が
我々の社会に 
与える影響につい
て 
 
AI が得意なこと苦
手なこと 
 
地元淡路市尾崎
のムネ製薬が開催
する AIセミナーに
特別に参加させて
いただきました。 

小学 4年～
中学生 

6 3 0 

5 11/30 旧尾崎
小学校 

センサーの
使い方を学
ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 
応用編 

センサーの仕組み
を学ぶ 
レベルの高いプログ
ラミング 
 
⑴arduinoの機
能のおさらい 
⑵ロボットカーのコ
ード作成デバック書
き込み検討繰り返
し 

小学 4年～
中学生 

2 5 0 
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⑶超音波センサー
の仕組みの確認 
⑷必要な関数の
確認 

6 12/8 旧尾崎
小学校 

成果発表
会 

チャレンジ発表会 
自分たちの製作物
を披露 

小学１年～
高校生 
保護者 関
係者 

100名程
度 

5 0 

7 12/11 旧尾崎
小学校 

【後期】 
ＰＣプログ
ラミングに 
チャレンジ 
初めてでも
楽しんで︕ 

PC キーボードの使
い方 
AI ロボットプログラ
ミング基礎 
 
⑴arduinoの性
質を知る 
⑵arduinoのメニ
ューを知る 
⑶arduino にコー
ドを打つ 
⑷コードをコンパイ
ルして arduino に
書き込む 
⑸実際の動きの確
認 

小学 3年～
中学生 

6 5 0 

8 12/14 旧尾崎
小学校 

【後期】 
ＡＩロボッ
トカーを 
自在に動か
そう︕ 
指定のコー
スをクリアし
よう 

ＡＩロボットプログ
ラミング 
応用 
コースに応じたプロ
グラミング 
 
⑴arduinoの各
部のおさらい 
⑵arduino とロボ
ットカーの接続確
認 
⑶モーターとタイヤ
の確認 

小学 3年～
中学生 

5 5 0 
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⑷前進後進回転
コードの作成書き
込み 
⑸自在に動かすコ
ードの作成デバック
書き込み作動 

9 12/18 旧尾崎
小学校 

【後期】 
センサーの
使い方を学
ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 

センサーの仕組み
を学ぶ 
レベルの高いプログ
ラミング 
 
⑴arduinoの機
能のおさらい 
⑵ロボットカーのコ
ード作成デバック書
き込み検討繰り返
し 
⑶超音波センサー
の仕組みの確認 
⑷必要な関数の
確認 

小学 3年～
中学生 

5 5 0 

10 12/21 旧尾崎
小学校 

【後期】 
センサーの
使い方を学
ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 
応用編 

センサーの仕組み
を学ぶ 
レベルの高いプログ
ラミング 
 
⑴arduinoの機
能のおさらい 
⑵ロボットカーのコ
ード作成デバック書
き込み検討繰り返
し 
⑶超音波センサー
の仕組みの確認 
⑷必要な関数の
確認 

小学 4年～
中学生 

10 5 0 

11 1/25 旧尾崎
小学校 

【後期】 ＡＩロボットプログ
ラミング 

小学 3年～
中学生 

10 3 0 
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ＡＩロボッ
トカーを 
自在に動か
そう︕ 
指定のコー
スをクリアし
よう 

応用 
コースに応じたプロ
グラミング 
 
⑴arduinoの各
部のおさらい 
⑵arduino とロボ
ットカーの接続確
認 
⑶モーターとタイヤ
の確認 
⑷前進後進回転
コードの作成書き
込み 
⑸自在に動かすコ
ードの作成デバック
書き込み作動 

12 1/29 旧尾崎
小学校 

【後期】 
センサーの
使い方を学
ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 

センサーの仕組み
を学ぶ 
レベルの高いプログ
ラミング 
 
⑴arduinoの機
能のおさらい 
⑵ロボットカーのコ
ード作成デバック書
き込み検討繰り返
し 
⑶超音波センサー
の仕組みの確認 
⑷必要な関数の
確認 

小学 3年～
中学生 

10 4 0 

13 2/1 旧尾崎
小学校 

【後期】 
ＡＩロボッ
トカーを 
自在に動か
そう︕ 

ＡＩロボットプログ
ラミング 
応用 
コースに応じたプロ
グラミング 
 

小学 3年～
中学生 

10 4 0 



27 
 

指定のコー
スをクリアし
よう 

⑴arduinoの各
部のおさらい 
⑵arduino とロボ
ットカーの接続確
認 
⑶モーターとタイヤ
の確認 
⑷前進後進回転
コードの作成書き
込み 
⑸自在に動かすコ
ードの作成デバック
書き込み作動 

14 2/5 旧尾崎
小学校 

【後期】 
センサーの
使い方を学
ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 

センサーの仕組み
を学ぶ 
レベルの高いプログ
ラミング 
 
⑴arduinoの機
能のおさらい 
⑵ロボットカーのコ
ード作成デバック書
き込み検討繰り返
し 
⑶超音波センサー
の仕組みの確認 
⑷必要な関数の
確認 

小学 3年～
中学生 

10 4 0 

15 2/8 旧尾崎
小学校 

【後期】 
ＡＩロボッ
トカーを 
自在に動か
そう︕ 
指定のコー
スをクリアし
よう 

ＡＩロボットプログ
ラミング 
応用 
コースに応じたプロ
グラミング 
 
⑴arduinoの各
部のおさらい 

小学 3年～
中学生 

10 4 0 
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＜AIC 淡路市 ICT クラブ＞ 
③ 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属

性 
受講者数
（名） 

メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 9/8 旧尾崎
小学校 

ゲーム作
成感覚で
地域防災
マップを作
成しよう︕ 

RESQ体験会 小学 4年
～中学生 

7 4 5 

⑵arduino とロボ
ットカーの接続確
認 
⑶モーターとタイヤ
の確認 
⑷前進後進回転
コードの作成書き
込み 
⑸自在に動かすコ
ードの作成デバック
書き込み作動 

16 2/12 旧尾崎
小学校 

【後期】 
センサーの
使い方を学
ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 

センサーの仕組み
を学ぶ 
レベルの高いプログ
ラミング 
 
⑴arduinoの機
能のおさらい 
⑵ロボットカーのコ
ード作成デバック書
き込み検討繰り返
し 
⑶超音波センサー
の仕組みの確認 
⑷必要な関数の
確認 

小学 3年～
中学生 

10 4 0 
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2 9/29 旧尾崎
小学校、
消防器
具庫 

ゲーム作
成感覚で
地域防災
マップを作
成しよう︕ 

防災まちあるき 小学 4年
～中学生 

4 2 5 

3 10/19 旧尾崎
小学校、
消防器
具庫 

ゲーム作
成感覚で
地域防災
マップを作
成しよう︕ 

RESQ+を使って
オリジナル防災ゲ
ームの作成 

小学 4年
～中学生 

6 6 5 

4 11/30 旧尾崎
小学校 

ゲーム作
成感覚で
地域防災
マップを作
成しよう︕ 

各自が作成した
RESQ+の 
体験会 

小学 4年
～中学生 

5 3 5 

5 12/8 旧尾崎
小学校 

成果発表
会 

チャレンジ発表会 
自分たちの製作
物を披露 

小学１年
～高校生 
保護者 関
係者 

100名程度 4 5 

6 2/9 旧尾崎
小学校、
消防器
具庫 

ゲーム作
成感覚で
地域防災
マップを作
成しよう︕ 

RESQ+の作成 
各自が作成した
RESQ+の 
体験会 

小学 4年
～中学生 
保護者 

10 1 5 

 
＜AIC 淡路市 ICT クラブ＞ 
④ 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属

性 
受講者数
（名） 

メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 8/25 旧尾崎
小学校 

ビジュアル
プログラミ
ング 
にふれる 

Sphero でプログ
ラミング 
直感的な操作を
学ぶ 

小学 1年
～小学 3
年 

15 6 0 

2 9/8 旧尾崎
小学校 

ビジュアル
プログラミ
ング 
を体感す
る 

Sphero でプログ
ラミング 
論理的な操作を
学ぶ 

小学 1年
～小学 3
年 

15 6 0 
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3 10/27 旧尾崎
小学校 

ブロックプ
ログラミン
グ 
でカー操
作を実践 

WeGo でプログラ
ミング 
直感的な操作を
学ぶ 

小学 1年
～小学 3
年 

11 5 0 

4 11/10 旧尾崎
小学校 

ブロックプ
ログラミン
グ 
でカー操
作を実践 

WeGo でプログラ
ミング 
論理的な操作を
学ぶ 

小学 1年
～小学 3
年 

13 5 0 

5 12/8 旧尾崎
小学校 

成果発表
会 

チャレンジ発表会 
自分たちの製作
物を披露 

小学１年
～高校生 
保護者 関
係者 

100名程度 2 0 

6 1/18 旧尾崎
小学校 

ビジュアル
プログラミ
ング 
にふれる 

Sphero でプログ
ラミング 
直感的な操作を
学ぶ 

小学 1年
～小学 3
年 

15 4 0 

7 1/25 旧尾崎
小学校 

ビジュアル
プログラミ
ング 
を体感す
る 

Sphero でプログ
ラミング 
論理的な操作を
学ぶ 

小学 1年
～小学 3
年 

15 4 0 

 
＜AIC 淡路市 ICT クラブ＞ 
⑤ 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属

性 
受講者数
（名） 

メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 9/10 津名高
校 

３D にふ
れる 

ソフトウェアを使
用した３D技
術にふれて体感
する 

高校生 7 5 0 

2 9/25 旧尾崎
小学校 

３D にふ
れる 

ソフトウェアを使
用した３D技
術にふれて体感
する 

小学 3年
～高校生 

5 4 0 
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3 9/26 津名高
校 

３D モデ
リングに挑
戦 

ソフトウェアを使
用した３D モデ
リングにチャレン
ジする 
物理演算 

高校生 6 3 0 

4 10/9 旧尾崎
小学校 

３D モデ
リングに挑
戦 

ソフトウェアを使
用した３D モデ
リングにチャレン
ジする 
物理演算 

小学 3年
～高校生 

5 4 0 

5 10/10 津名高
校 

３Dシミ
ュレーショ
ンに挑戦 

ソフトウェアを使
用した３D シミ
ュレーションにチ
ャレンジする 
物理演算 

高校生 4 4 0 

6 10/23 旧尾崎
小学校 

３Dシミ
ュレーショ
ンに挑戦 

ソフトウェアを使
用した３D シミ
ュレーションにチ
ャレンジする 
物理演算 

小学 3年
～高校生 

5 4 0 

7 11/12 津名高
校 

３D モデ
リングの出
力とシミュ
レーション 

３D モデリングを
リアルに出力し
てシミュレーショ
ンと組み合わせ
る 

高校生 4 2 0 

8 11/13 旧尾崎
小学校 

３D モデ
リングの出
力とシミュ
レーション 

３D モデリングを
リアルに出力し
てシミュレーショ
ンと組み合わせ
る 

小学 3年
～高校生 

4 4 0 

9 11/26 津名高
校 

３D モデ
リングの出
力とシミュ
レーション 

３D モデリングを
リアルに出力し
てシミュレーショ
ンと組み合わせ
る 

高校生 4 2 0 
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10 11/27 旧尾崎
小学校 

３D モデ
リングの出
力とシミュ
レーション 

３D モデリングを
リアルに出力し
てシミュレーショ
ンと組み合わせ
る 

小学 3年
～高校生 

4 4 0 

11 12/8 旧尾崎
小学校 

成果発表
会 

チャレンジ発表
会 
自分たちの製作
物を披露 

小学１年
～高校生 
保護者 関
係者 

100名程度 3 0 

12 12/11 旧尾崎
小学校 

３D にふ
れる 

【後期】 
ソフトウェアを使
用した３D技
術にふれて体感
する 

小学 3年
～高校生 

1 2 0 

13 12/18 旧尾崎
小学校 

３D にふ
れる 

【後期】 
ソフトウェアを使
用した３D技
術にふれて体感
する 

小学 3年
～高校生 

2 1 0 

14 1/16 津名高
校 

３D モデ
リングの出
力とシミュ
レーション 

３D モデリングを
リアルに出力し
てシミュレーショ
ンと組み合わせ
る 
３D プリンティン
グへの挑戦 

高校生 4 2 0 

15 1/29 旧尾崎
小学校 

３D モデ
リングに挑
戦 

ソフトウェアを使
用した３D モデ
リングにチャレン
ジする 
物理演算 

小学 3年
～高校生 

3 2 0 

16 2/5 旧尾崎
小学校 

３D モデ
リングに挑
戦 

ソフトウェアを使
用した３D モデ
リングにチャレン
ジする 
物理演算 

小学 3年
～高校生 

3 2 0 
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17 2/12 旧尾崎
小学校 

３D モデ
リングに挑
戦 

ソフトウェアを使
用した３D モデ
リングにチャレン
ジする 
物理演算 

小学 3年
～高校生 

3 2 0 

18 2/13 津名高
校 

３D モデ
リングの出
力とシミュ
レーション 

３D モデリングを
リアルに出力し
てシミュレーショ
ンと組み合わせ
る 
３D プリンティン
グへの挑戦 

高校生 4 2 0 

 
 
2.3.2 講座カリキュラム 1-1 
【講座①「ことまど」】 神戸新聞社 
５回の講座を通して受講することで、新聞づくりを体験し、地域情報の発信するカリキュラムを組み立てた。根幹であ

る、取材、記事執筆、見出しの作成等には、十分な時間がとれるよう配慮し、端末の基本的操作を身につけるととも
に、個人情報の取扱い方などを学ぶ機会も提供した。地域の世代間交流を進めるため、取材テーマには、高齢者が取
り組む「いきいき１００歳体操」を採用。ＩＣＴ活用の観点から、テレビ電話システムを活用した遠隔取材も取り入れ
た。 
受講者は、おおむね真剣に取り組み、質の高い新聞が仕上がった。ただし各回１２０分の講座は、小中学生にはやや
長く、後半、集中力が切れる受講者もいた。今回は５回の連続講座として組み立てたが、途中を欠席した場合のリカバ
リーが課題として残った。 
 
＜講座 1日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

60分 記事の書
き方、写
真の撮り
方講習 

ことまど講師が、スライ
ドを使って、取材の仕
方、新聞記事の書き
方、写真の撮り方につ
いて説明 

・講義スライド（神
戸新聞社作成） 
・講義テキスト・取材
の心構え（神戸新
聞社作成） 
・講義テキスト・新聞
記事の書き方（神
戸新聞社作成） 

・第 2日に行う「いきい
き１００歳体操」の取
材に向けて、基本的な
取材ノウハウを身につけ
る。 
・取材で得た情報を、
記事としてアウトプットす
る際（第 3日）、心
がけることを身につけ
る。 

・スライドを使いながら説
明をし、飽きがこないよ
う、随時クイズ形式を取
り入れながら進行した。 
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・SNS における情報発
信のトラブルが多発する
現状を踏まえ、個人情
報などを発信する際の
注意点を学ぶ。 

60分 「ことまど」
操作方法
講習 

・新聞づくりアプリ「こと
まど」で試験的に新聞
を作成しながら、操作
方法を学ぶ。 
・新聞のテーマは「淡
路市ＩＣＴクラブで
『ことまど講座』始まる」
（小学校高学年以
上）。 
・小学校低学年の３
人は、記事の大部分
をスタッフが入力してお
き、最後の部分に感
想を付け加える形にし
た。 

・クラウド型新聞づくり
アプリ「ことまど」 

・第 3回講座で行う、
新聞作成の準備とし
て、アプリ「ことまど」の使
い方を習得する。 
・記事を書く（多くの文
字を入力する）ことで、
情報端末を利用する
上での基礎となる文字
入力に慣れる。 

・ＩＣＴスキルには大き
な差があったため、実証
担当者、講師、サポー
ターが個々人の進み具
合に合わせて、サポート
した。 

 
＜講座 2日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意
点 

15分 淡路市職
員が体操
について説
明 

第 2日のテーマは「い
きいき 100歳体操」
を取材しよう。取材の
事前準備を兼ねて、
体操について概要の
説明を受ける。 
・説明は、淡路市役
所からテレビ電話を活
用し実施。 

・「いきいき１００歳
体操について」（淡
路市健康増進課作
成資料） 

・取材をする上で、準
備（取材することの概
要を知ること）が大切
なことを理解する。 
・テレビ電話システムを
体験する。 

・淡路市役所にはサポ
ーターが待機し、テレビ
電話を操作した。 
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・受講者には、聞きな
がらメモを取らせた。 

15分 取材の質
問を考える 

・取材での質問を検
討。主な質問は「いつ
ごろから『いきいき
100歳体操』に取り
組んでいるか」「楽しい
ことは何か」「効果を
感じるか」「いつまで続
けたいか」 

特になし ・取材の流れをイメージ
する。 
・取材に行って「何を聞
いていいかわかならい」
という事態を避ける。 

・子どもたちは、「聞きた
いこと」が思い浮かばな
いことが多く、講師が「た
とえばこんなことを聞いて
みよう。ほかにどんなこと
を聞きたいかな」と誘導
する形を採った。 

30分 テレビ電話
で取材 

・「いきいき 100歳体
操」会場の育波公民
館、柳沢交流広場、
山田農業研修センタ
ー、尾崎会館をテレビ
電話でつなぎ、遠隔
取材。 
・受講者は自分たち
で考えた質問をした。 
・小学１年生は「写
真担当」とし、テレビ
取材の様子の写真を
撮らせた。 

特になし ・テレビ電話システムで
会話する際のコツ（複
数人が同時に話すと、
わかりにくくなるので、一
人ずつ順番に話す、な
ど）を学ぶ。 

・各会場では、サポータ
ーが待機し、テレビ電話
を操作した。 
・受講者は、テレビ電話
を使うのに不慣れなた
め、講師が進行を管理
した。 

60分 体操会場
で取材 

クラブ会場から徒歩５
分の尾崎会館に移
動。「いきいき 100歳
体操」に取り組む約
10人にインタビューを
した。 
・小学４年生以上が
取材担当。小学１年

特になし ・地域の取り組みを知
り、地域への愛着を深
める 
・世代間交流を図り、
取材する子どもたち、
取材を受ける高齢者
たち、みんなが笑顔に
なれる場をつくる。 

・取材する受講者の横
に、実証担当者、講師
がつき、都度、アドバイ
スをした。 
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生は、写真撮影担
当。 

 
＜講座 3日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

120
分 

新聞をつく
る 

・取材をもとに、新聞を
作成する。 
・新聞は１人が１枚
作成。記事は２本。
１つめの記事（トップ
記事、３４８文字）
は体操参加者の感想
などで構成。２つ目
（２８８文字）は、
「いきいき 100歳体
操」とは、をまとめ、体
操を知らない読者にも
伝わる新聞に仕上げ
る。 

・クラウド型新聞づくり
アプリ「ことまど」 

・聞いた話を基に記事
を書くことで、まとめる
力、つたえる力などを身
につける。 
・不特定多数に読まれ
ることを想定した「新
聞」をつくることで、誰が
読んでもわかるような文
章を書く意識を植えつ
ける。 

・端末操作が不慣れな
参加者もいたため、実
証担当者１人と講師
２人で指導に当たった。 
・小学６年生は、活動
時間の２時間で記事
２本がほぼ仕上がった。
小学４、５年生も、１
つめの記事が書き上が
り、２つ目の記事の途
中まで進んだ。 

 
＜講座 4日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

60分 新聞を仕
上げる 

・第３日に作成した途
中段階の新聞を配
布。読み直して、記事
の続きを執筆。書き終
われば、間違いを探し
たり、よりよい表現を考
えるなどした。 
・見出しを考える。 

・クラウド型新聞づく
りアプリ「ことまど」 

・記事の推敲等、ブラッ
シュアップの仕方を学
ぶ。 
・見出しをつける作業に
よって、文章の要点をつ
かむ技術、それを的確
に表現する技術を身に
つける。 

・記事について、わかりに
くいところなどを講師が
指摘。 
・見出しについては、「同
じ言葉を２回以上使わ
ないようにしよう」「一番
伝えたいことは何かな」
などとアドバイスをした。 
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45分 新聞を発
表する 

・参加者の前で、自分
の書いた記事を朗
読。 
・今回の活動の感想
を述べる。 
・講師が、仕上がった
新聞について講評。 

・クラウド型新聞づく
りアプリ「ことまど」 

・自分の書いた記事を
読み上げることで、自
分の文章を客観的にと
らえる。 

・それぞれの新聞で、工
夫が見られる点につい
て、講師が評価した。 

15分 新聞の印
刷 

・完成した新聞を会場
で印刷。自宅に持ち
帰った。 

・クラウド型新聞づく
りアプリ「ことまど」 

・自分が作成した新聞
を「形」とすることで、達
成感を味わう。 

・プリンタは協議会メンバ
ーが所有するものを使わ
せていただいた。 

 
＜講座 5日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

20分 発表会シ
ンポジウム
で発表 

・参加者（約１００
人）の前で、自分の
書いた記事を朗読。
活動の感想を述べる。 

特になし ・大勢の人の前で、記
事を読み上げることで、
自分の文章がどう受け
取られるのかを知る 

・進行は講師が管理
し、受講者が話しやすい
環境となるよう心がけ
た。 

 
＜後期講座１日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意
点 

30分 インタビュ
ーの質問
を考える 

・第１日のテーマは淡
路市長にインタビュ
ー。市長に、淡路市
のＩＣＴの取り組み
を聞く。 
・質問を検討。主な
質問は「なぜ小中学
校にタブレットを導入
したのか」「費用はいく
らかかったか」「課題は
何か」 

・淡路市のＩＣＴの
取り組みに関する神
戸新聞記事。 

・取材をする上で、準
備が大切なことを理解
する。 
・取材の流れをイメージ
する。 
・取材に行って「何を聞
いていいかわかならい」
という事態を避ける。 

・なるべく受講者本人に
関係のある質問ができ
るよう、うながした。 
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30分 市長にイン
タビュー 

・淡路市役所市長室
とテレビ電話でつな
ぎ、遠隔取材。 
・受講者は自分たち
で考えた質問をした。 

特になし ・自分たちの住むまちの
市長に話を聞くことで、
まちを詳しく知る。 
・自分たちが日ごろ、学
校で使っているタブレッ
ト端末が、どのような経
緯で導入されたのか知
ることで、活用について
考えるきっかけとする 

・各会場では、サポータ
ーが待機し、テレビ電話
を操作した。 
・受講者は、テレビ電話
を使うのに不慣れなた
め、講師が進行を管理
した。 

60分 記事の書
き方、「こと
まど」の使
い方講習 

・ことまど講師が、スラ
イドを使って、新聞記
事の書き方、写真の
撮り方について説明 
・講師がことまどの使い
方を説明。受講者
は、操作を体験しなが
ら、市長のインタビュー
新聞をつくるための設
定をする。 

・講義テキスト・取材
の心構え（神戸新
聞社作成） 
・講義テキスト・新聞
記事の書き方（神
戸新聞社作成） 

・取材で得た情報を、
記事としてアウトプット
する上で、心がけること
を身につける。 
・SNS における情報発
信のトラブルが多発す
る現状を踏まえ、個人
情報などを発信する際
の注意点を学ぶ。 

・ＩＣＴスキルには大き
な差があったため、実証
担当者、講師、サポー
ターが個々人の進み具
合に合わせて、サポート
した。 

 
＜後期講座２日目＞ 
時間
数 

カリキュラ
ム 

詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意
点 

120
分 

記事を書く ・第２日のテーマは、
市長のインタビューを
基に記事を書く。 
・新聞は１人が１枚
作成。記事は高学年
が２本。低学年は１
本。記事構成は受講
者が考える。 

・クラウド型新聞づく
りアプリ「ことまど」 

・聞いた話を基に記事
を書くことで、まとめる
力、つたえる力などを
身につける。 
・不特定多数に読まれ
ることを想定した「新
聞」をつくることで、誰が
読んでもわかるような
文章を書く意識を植え
つける。 

・テレビ電話、ならびに
「ことまど」の機能を用
い、講師が遠隔（神
戸）から講習。記事執
筆の進捗をリアルタイム
で監視し、都度、アドバ
イスをした。 
・現地での端末操作に
は、サポーターが当たっ
た。 
 

 
＜後期講座３日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 
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120
分 

新聞を仕
上げる 

・第２回で作成した
途中段階の新聞を配
布。読み直して、記事
の続きを執筆。できあ
がった参加者は、間違
いを探したり、よりよい
表現を考えるなどし
た。 
・見出しを考える。 

・クラウド型新聞づく
りアプリ「ことまど」 

・記事の推敲等、ブラッ
シュアップの仕方を学
ぶ。 
・見出しをつける作業に
よって、文章の要点をつ
かむ技術、それを的確
に表現する技術を見に
つける。 

・記事について、わかり
にくいところなどを講師が
指摘。 
・見出しについては、
「同じ言葉を２回以上
使わないようにしよう」
「一番伝えたいことは何
かな」などとアドバイスを
した。 

 
2.3.3 使用教材・端末の選定・確保 1-1 
新聞づくりの遠隔指導や、自宅での新聞作成作業（宿題）なども考慮し、新聞づくりにはクラウド型アプリ「ことまど」

を採用した。紙面の割り付けが自動化されており、受講者が本格的な新聞をつくることができた。 
 
2.3.2 講座カリキュラム 1-2 
【講座②「AI・ロボット」】 A-TECH（あわじ次世代テック推進会） 
 参加児童等に「ロボット」製作を通じプログラミング等のスキルを身に付けさせるとともに、実際に

農業従事者や高齢者等が有する課題や知見を学ぶ機会や、それらを ICT/IoT で解決する機会を提供す

る。習得した ICT/IoT スキルを活かし、地域課題の解決策を見出し、実装に向けた実証を行う。また、

世代間交流を通じた高齢者等の ICT リテラシー向上や、高齢者の課題や知見の整理も行う。 
 ロボットカーの障害物検知走行プログラムの作成と実行までは進んだが、受講者の進捗と向上スピー

ドに合わせたカリキュラムの進め方となったため、重い荷物を運ぶ手助けをする簡易ロボットなどの生

活の課題を解決するロボットの躯体や、プログラムの作成までは至らなかった点が課題として残った。 
 
＜講座１日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

120
分 

ＰＣプログ
ラミングに 
チャレンジ 
初めてでも
楽しんで︕ 

PC キーボードの使い
方 
AI ロボットプログラミン
グ基礎 
 
⑴arduinoの性質を
知る 
⑵arduinoのメニュー
を知る 
⑶arduino にコードを
打つ 

・Arduino ・PC の操作からキーボ
ード操作までを順に学
び、ロボットを動かす基
礎を体感する。 
 

・PC の使用方法からキ
ーボード操作やコマンド
の指導を細かく行う必
要がある。 
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⑷コードをコンパイルし
て arduino に書き込
む 
⑸実際の動きの確認 

 
＜講座２日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

120
分 

ＡＩロボッ
トカーを 
自在に動
かそう︕ 
指定のコー
スをクリアし
よう 

ＡＩロボットプログラミ
ング 
応用 
コースに応じたプログラ
ミング 
 
⑴arduinoの各部の
おさらい 
⑵arduino とロボット
カーの接続確認 
⑶モーターとタイヤの
確認 
⑷前進後進回転コー
ドの作成書き込み 
⑸自在に動かすコード
の作成デバック書き込
み作動 

・Arduino Arduinoの各部の名
称、配置や操作の復
習。 
ロボットカーへ送るプロ
グラムの確認と接続の
確認。 
モータ制御からの車輪
タイヤの動きを計り調
整を繰り返す。 
プログラムコードのエラー
を繰り返し確認すること
の必要性を感じる。 

エラーや間違いが起こる
ことが前提だと認識をし
てもらうことからはじめ
た。 
保護者や第三者からは
うまく動くように見えるこ
とが望まれているようだっ
たが、本来は仮説を立
てて検証をすることが大
切で、さらにトライアンド
エラーを繰り返し行うこと
で、思考が前進すること
を理解してもうらように
努めた。 
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＜講座３日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

120
分 

センサーの
使い方を
学ぼう︕ 
自分たち
でコースを
作ろう︕ 

センサーの仕組みを学
ぶ 
レベルの高いプログラミ
ング 
 
⑴arduinoの機能の
おさらい 
⑵ロボットカーのコード
作成デバック書き込み
検討繰り返し 
⑶超音波センサーの
仕組みの確認 
⑷必要な関数の確認 

・Arduino 高度なプログラムや複
雑な関数を使用して、
より細かく複雑な動きが
できることを目指す。 
T&E を繰り返す。 

エラーや間違いが起こる
ことが前提だと認識をし
てもらうことからはじめ
た。 
保護者や第三者から見
るとうまく動くように見え
ることが望まれているよう
だったが、仮説を立てて
検証をすることが大切
で、さらにトライアンドエ
ラーを繰り返し行うこと
で、思考が前進すること
を理解してもうらように
努めた。 

 
＜講座４日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

120
分 

センサーの
使い方を
学ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 
応用編 

センサーの仕組みを学
ぶ 
レベルの高いプログラミ
ング 
 
⑴arduinoの機能の
おさらい 
⑵ロボットカーのコード
作成デバック書き込み
検討繰り返し 
⑶超音波センサーの
仕組みの確認 
⑷必要な関数の確認 

・Arduino 学んだことにプラスして
新たなプログラムを見つ
けることや、自身の描く
イメージをカタチにするこ
とを目指して、センサや
モジュールなどの追加を
行い、新しい動作やエ
ラーの確認と実践を行
う。 

エラーや間違いが起こる
ことが前提だと認識をし
てもらうことからはじめ
た。 
保護者や第三者から見
るとうまく動くように見え
ることが望まれているよう
だったが、仮説を立てて
検証をすることが大切
で、さらにトライアンドエラ
ーを繰り返し行うことで、
思考が前進することを
理解してもうらように努
めた。 
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＜講座５日目＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

120
分 

成果発表
会 

チャレンジ発表会 
自分たちの製作物を
披露 
ロボットカーの動作確
認 
プログラムの事前確認
とデバック作業 
実際の床の状態や周
囲の人、モノの確認 

・Arduino 実際の現実空間で周
囲の人や物の場所と動
きを確認しながら、製作
物を動作させることで、
事前準備や現場の情
報収集なども含めて実
践経験の構築を目指
す。 

 

 
＜後期講座＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

60分 【後期】 
ＡＩロボッ
トカーを 
自在に動
かそう︕ 
指定のコー
スをクリアし
よう 

ＡＩロボットプログラミ
ング 
応用 
コースに応じたプログラ
ミング 
 
⑴arduinoの各部の
おさらい 
⑵arduino とロボット
カーの接続確認 
⑶モーターとタイヤの
確認 
⑷前進後進回転コー
ドの作成書き込み 
⑸自在に動かすコード
の作成デバック書き込
み作動 

・Arduino 高度なプログラムや複
雑な関数を使用して、
より細かく複雑な動きが
できることを目指。 
T&E を繰り返す。。 

エラーや間違いが起こる
ことが前提だと認識をし
てもらうことからはじめ
た。 
保護者や第三者から
見るとうまく動くように見
えることが望まれている
ようだったが、仮説を立
てて検証をすることが大
切で、さらにトライアンド
エラーを繰り返し行うこと
で、思考が前進すること
を理解してもうらように
努めた。 
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＜後期講座＞ 
時間
数 

カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 

120
分 

【後期】 
センサーの
使い方を
学ぼう︕ 
自分たちで
コースを作
ろう︕ 
応用編 

センサーの仕組みを学
ぶ 
レベルの高いプログラミ
ング 
 
⑴arduinoの機能の
おさらい 
⑵ロボットカーのコード
作成デバック書き込み
検討繰り返し 
⑶超音波センサーの
仕組みの確認 
⑷必要な関数の確認 

・Arduino 学んだことにプラスして
新たなプログラムを見つ
けることや、自身の描く
イメージをカタチにするこ
とを目指して、センサや
モジュールなどの追加を
行い、新しい動作やエ
ラーの確認と実践をおこ
う。 

エラーや間違いが起こる
ことが前提だと認識をし
てもらうことからはじめ
た。 
保護者や第三者から見
るとうまく動くように見え
ることが望まれているよう
だったが、仮説を立てて
検証をすることが大切
で、さらにトライアンドエラ
ーを繰り返し行うことで、
思考が前進することを
理解してもうらように努
めた。 

 
 
2.3.3 使用教材・端末の選定・確保 1-2 
 AI・ロボットを体感して学ぶために PCデスクトップ上で本格的なプログラミング言語を用いることに重きをおいて選定を
実施した。センサーでの動作確認がしやすいマイコン Arduino（アルデュイーノ）を使用。モータ制御、超音波センサ、ラ
イントレースやバッテリーの確保など、様々なスキルを学ぶことができる。 
 
2.3.2 講座カリキュラム 1-3 
【講座③「防災ゲーム」】 国立明石工業高等専門学校 
本講座では、明石工業高等専門学校 D-PRO135°(明石高専防災団)の学生が作成したボードゲーム「RESQ

（レスキュー）」を基にカリキュラムを作成した。RESQは、ゲーム体験を通して災害時の共助について学べるゲームで、
オリジナル版は仮想の町を舞台としている。本講義では、Excelのマクロ機能を利用して独自にゲーム盤を作成できるシ
ステムを利用し、全 4回の講座を通して受講することで、ゲーム内容を理解し、地域特性にあったアイデアを盛り込んだ
ゲームが作成できるようにカリキュラムを組み立てた。サポーターの消防団の方と一緒にまちあるきを行うことで、自分たちの
住んでいる地域の危険や災害への備えを学ぶとともに、まちあるきの経験を受講生の感性をもとにゲームに落とし込むこと
で様々なアイデアを取り入れたゲームが完成した。さらに全受講生のゲーム盤をつなげた巨大ゲーム盤でのゲーム体験を
するなど、新たな遊び方の提案にもつながった。 
4回の連続した講義として企画しており、欠席時のフォローアップが十分に検討されていなかったことから、途中の回を欠
席した受講生への対応については大きな課題が残された。また、後期講座は 1回完結型として準備したが、120分と
いう時間の制約もあり、十分に講座の目的を伝えきれなかった点は今後の課題としたい。 
 



44 
 

＜講座 1日目＞ 
時間数 カリキュラ

ム 
詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意

点 
20分 あいさつと

講座の説
明 

・講師がスライドを使
用して、D-
PRO135°や
RESQの紹介、本
講座の進め方につい
て説明 

・講座スライド(明
石高専作成) 
・講座テキスト（明
石高専作成） 

・講座内容や RESQ
というゲームに込めら
れた作成者の思いに
ついて理解を深める。 

・小学生にもわかるよ
うな内容のスライドを
準備した。 
 

60分 RESQ体
験 

・オリジナル版の
RESQ を体験し、自
分たちが作る際のア
イデアを出した。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 
・RESQ（明石高
専作成） 

・オリジナル版を体験
することでゲーム内容
や進め方を理解す
る。 
・より面白くするための
アイデアを出す。 

・オリジナルのテキスト
を準備し、気づいたこ
とをその場でメモしや
すいようにした。 
・それぞれのテーブルに
サポート学生が入り、
受講生へのアドバイス
を実施した。 

20分 フィールド
調査の準
備 

・2回目の講座で行
うまちあるきの際の注
意点を説明し、まち
あるきで見に行くもの
やルートを決めた。 

・講座スライド(明
石高専作成) 
・講座テキスト（明
石高専作成） 

・事前に気になるもの
や場所を受講生全
体で共有することで、
考え方の違いや多様
性について理解する。 

・シールを準備し、気
になるところにシールを
貼ることで楽しく視覚
的にわかりやすい資
料になるようにした。 

20分 アイデア交
換 

・受講生間でテキス
トのメモを見せ合い、
それぞれのアイデアを
共有した。 

・講座スライド(明
石高専作成) 
・講座テキスト（明
石高専作成） 

・より面白いゲームが
作れるように、ゲーム
作成につながるアイデ
アを共有した。 

・自分 1人のアイデア
だけでなく、友達のア
イデアも共有する機
会を設けた。 
・グラフィックファシリテ
ーションを導入し、視
覚的にもわかりやすく
した。 
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＜講座 2日目＞ 
時間
数 

カリキュラ
ム 

詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意
点 

10分 あいさつと
講座の説
明 

・まちあるきの際の注
意点の説明。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 

・まちあるきのポイント
や安全管理について
理解する。 

・オリジナルのテキストを
準備し、気づいたことを
その場でメモしやすいよ
うにした。 

80分 まちあるき ・受講生が興味をもっ
たもの・場所を中心に
まちあるきを実施し、
オリジナルゲーム盤の
アイデアを考える。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 

・実際のまちを歩いてヒ
ントを見つける。 
・消防団の方と一緒に
まちあるきをすること
で、地域の危険性や
防災の備えを学ぶ 

・オリジナルのテキストを
準備し、気づいたことを
その場でメモしやすいよ
うにした。 
・地元消防団に案内し
てもらうことで、地域の
状況を知る機会にな
る。 
・先頭と一番後方に大
人がつき、道路を横断
する際などは安全に注
意をして事故のないよ
うに心がけた。 

20分 防災クイ
ズの作成 

・ゲーム内で利用する
防災クイズを作成す
る。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 
・クイズ投稿サイト
（明石高専作
成） 
・東京防災 
・なるほど知図帳 
日本の自然災害 

・ゲームを体験する人
に知ってもらいたい防
災の知識を検討する。 
・製作者として正確な
情報を伝えるための工
夫を考える。 

・小学生でもわかりや
すく参考となるような防
災関連書籍を準備し
た。 
・不適切な内容や間
違った内容については
管理者側で修正対応
した。 

10分 片付け・
次回案内 

・使った道具を片付
け、次回の講座につ
いてアナウンスする。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 

・次回の内容を告知
することで、予習・復
讐など受講のための準
備をしてもらう。 

・講座間のつながりを
意識してもらえるように
した。 
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＜講座 3日目＞ 
時間
数 

カリキュラ
ム 

詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意
点 

15分 あいさつと
講座の説
明 

・講師がスライドを使
用して、RESQ+の
紹介、本講座の進め
方について説明 

・講座スライド(明石
高専作成) 
・講座テキスト（明
石高専作成） 

・講座内容や RESQ
＋というゲーム盤作成
ツールについて理解を
深める。 

・小学生にもわかるよう
な内容のスライドを準
備した。 
 

95分 ゲームの
作成 

・まちあるき結果をも
とにオリジナルのゲー
ム盤を作成する。 

・講座スライド(明石
高専作成) 
・講座テキスト（明
石高専作成） 
・RESQ+（明石
高専作成） 

・架空のまちではなく、
自分たちの暮らしてい
る地域にあったゲーム
盤を作成することで、
より地域防災について
考えるきっかけとする。 

・まちあるきによって地
域の状況を理解した
上でゲーム盤作成を行
う。 
・受講生 1人 1人に
対してサポート学生が
付き、適宜受講生へ
のアドバイスを実施しな
がら作業した。 

10分 片付け・
次回案内 

・使った道具を片付
け、次回の講座につ
いてアナウンスする。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 

・次回の内容を告知
することで、予習・復
讐など受講のための準
備をしてもらう。 

・講座間のつながりを
意識してもらえるように
した。 
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＜講座 4日目＞ 
時間
数 

カリキュラ
ム 

詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意
点 

10分 あいさつと
講座の説
明 

・講師が口頭で本講
座の進め方について
説明 

・講座テキスト（明
石高専作成） 

・講座内容や RESQ
というゲームに込められ
た作成者の思いを再
確認する。 

・小学生にもわかるよう
な内容とした。 
 

20分 ゲームの
作成 

・第 3回で作成した
RESQ+のデータを印
刷したものを準備し、
1枚の地図になるよ
うに貼りあわせる。 

・RESQ+成果印
刷物(各受講生作
成) 

・データとしてではなく、
実際に自分の手を動
かして作ることの楽しさ
も経験してもらう。 

・事前に印刷したシー
トを準備しておき、時
間内で作業が終わるよ
うにした。 
 

80分 ゲーム体
験 

・自分たちが作成した
ゲームで実際に遊ぶ
ことで不具合がないか
確認した。 

・RESQ+(各受講
生作成) 

・デバック作業を経験
してもらうことで、作って
終わりではなくゲームと
して成立するのか、不
具合がないのかを考え
る過程を経験する。 

・全員でゲームを体験
することで、1人ではで
きない気づきを誘発す
る。 
・他の受講生のアイデ
アを知ることで今後の
ゲーム作成の参考とす
る。 

10分 ふりかえり ・講座全体をふりかえ
る。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 

・講座の評価を把握
することで、今後の講
座開設の参考とする。 

・グラフィックファシリテー
ションを導入し、視覚
的にもわかりやすく、楽
しい振り返りとなるよう
にした。 
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＜講座 5日目＞ 
時間
数 

カリキュラ
ム 

詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意
点 

10分 あいさつと
講座の説
明 

・講師が口頭で本講
座の進め方について
説明 

・講座テキスト（明
石高専作成） 

・講座内容や RESQ
というゲームに込められ
た作成者の思いについ
て理解を深める。 

・小学生にもわかるよう
な内容とした。 
 

20分 RESQ体
験 

・オリジナル版の
RESQ を体験し、自
分たちが作る際のアイ
デアを出した。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 
・RESQ（明石高
専作成） 

・オリジナル版を体験
することでゲーム内容
や進め方を理解する。 

・限られた時間の中
で、ゲーム内容を理解
できるように解説を加え
ながらゲーム進行をし
た。 

50分 ゲームの
作成 

・オリジナルのゲーム
盤を作成する。 

・講座テキスト（明
石高専作成） 
・RESQ+（明石
高専作成） 

・ゲーム体験をもとに、
オリジナルのゲーム盤を
作成する。 

・ゲーム盤作成手順を
示しながら作業を実施
した。 
・最低限のゲームが成
立するための条件を提
示し、時間内にゲーム
盤が完成するように指
導した。 

30分 まちあるき 
ゲーム盤
印刷 

・実際にまちあるきを
実施し、地域の危険
生や備えについて学
ぶ。 
・受講生が作成した
ゲーム盤データを印
刷する。 

・特になし ・消防団の方と一緒に
まちあるきをすること
で、地域の危険性や
防災の備えを学ぶ。 
・作成したゲームを持
ち帰れるように印刷す
る。 

・地元消防団に案内し
てもらうことで、地域の
状況を知る機会にな
る。 
・安全に注意をして事
故のないように心がけ
た。 

10分 ふりかえり ・作成したゲーム盤デ
ータを各受講生に配
布。 

・特になし ・受講生が作成したも
のを持ち帰れるようにし
た。 

・プリンターを準備し、ゲ
ーム盤の印刷時間を
確保するために、消防
団の方にまちあるきをお
任せした。 

 
2.3.3 使用教材・端末の選定・確保 1-3 
小学生でも感覚的にゲーム盤が作成できるように Excelのマクロ機能を利用したゲーム盤製作プログラム RESQ+(明
石高専 D-PRO135°作成)を採用した。クリックだけでゲーム盤が作成できるようにデザインされており、Excel の入ってい
る PC さえあれば作業をすすめることができる。 
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また、本講座用に小学生でもわかるようなオリジナルのテキストを作成し、各回の進め方やメモ、参考となる資料を準備し
ておくことで講座内容を復讐できるようにした。それぞれの講座時に当日資料を配布していたので講座を欠席した受講生
へのフォローには課題が残った。事前に資料配布方法を考えておき、欠席した際にも次の講座までに資料をみて作業で
きるようにしておくことも必要だと考えられる。 
 
2.3.2 講座カリキュラム 1-4 
【講座④「プログラミング」】 淡路市 
小学校低学年を対象に前期５回、後期２回の講座を通してプログラミングの世界を体感し、ロボットに意図した処理

を行わせること、トライ＆エラーの重要性と論理的に考えていくことを学んだ。淡路市で所有している iPad と
「Spheromini」、「LEGO WeDo」といった教材を活用し、ロボットプログラミングを中心に講座行った。本講座はプログラ
ミングの入門編として実施したが、実際に自分の意図した指示によりロボットが動くという体験を通じて低学年でもプログラ
ミングの世界を体感でき、集中力を切らすことなく最後まで全員が楽しんで実施することが出来た。課題としては、低学
年だとローマ字入力が出来ないので、iPad等直感的操作が可能な端末が必要になる。今後、発展的な講座にしてい
くには、社会や地域の課題解決に繋がるようなミッションを講座内で取り入れ、子供たちの想像力を引き出せるようなもの
になればもっとおもしろくなると思う。 
 
＜講座 1日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留

意点 
120分 スフィローミニと

仲良くなろ
う︕ 

・メンバー紹介 
・プログラミングとは︖ 
・接続方法の説明 
・操作方法の説明 
（ドロープログラミング） 
・動かすことにチャレンジ 
 
 

・iPad 
・Spheromini 
 

・ロボットプログラミング教
材のスフィローミニを動か
すための、接続、操作、
入力方法などを学び、ド
ロープログラミング（一筆
描きによるプログラミン
グ）でロボットに意図した
処理を行わせることを体
験した。 

・ロボット
（Spheromini）
に自分で名前を付
け、愛着を持たせ
た。 
・コンピューターを触
る前にプログラミン
グを体感させるため
のダンス（手拍子
等）を行った。 

 
＜講座 2日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留

意点 
120分 スフィローミニ

にいろんな動
きをさせてみよ
う︕ 

・前回の振り返り 
・操作方法の説明 
（ブロックプログラミン） 
・四角形や三角形を描く 

・iPad 
・Spheromini 

・ブロックプログラミングに
より「スフィローミニ」が四
角形の動きをするにはど
のような動きの組み合わ
せが必要であり、一つ一

・三角形や四角形
を描く際に小学校
で習う「角度」の学
びにも繋がるよう工
夫した。 
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・光る色や効果音をプログラ
ミングする 

つの動きに対応した角
度、長さ等をどのように組
み合わせたらいいのかを
考えながら体験した。ま
た、音楽を付けたり、ライ
トの色を変化させたり自
分が考えた動きをロボット
に行わせたりするためのプ
ログラミングを行った。 
 

 
＜講座 3日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留

意点 
120分 前進してゴー

ルで止まる車
を作ろう︕ 

・前回までの振り返り 
・LEGO WeDoの説明 
・ロボットの組み立て 
・接続方法の説明 
・操作方法の説明 
・モーションセンサーを活用し
たレーシングカーをプログラミ
ング 

・iPad  
・LEGO 
WeDo 

・先頭部分にモーションセ
ンサーを取り付けたレーシ
ングカーを LEGOで作
成し、専用ソフトにより、
物体が車に近づくとモー
ターの動きを止めるような
プログラミングを行った。こ
のシステムが現在の世の
中ではどのように車の安
全を確保するために活用
されているかを体験した。 
 

・２人 1組のペア
で活動を行わせるこ
とにより、講師がす
べて手助けするので
はなく、友達同士で
学びあえる体制をつ
くった。 
 
 

 
＜講座 4日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留

意点 
120分 早く走る車を

プログラミング
してみよう︕ 

・前回までの振り返り 
・早く走るためのプログラミン
グをペアで考えさせる 
・レース大会 
 

・iPad  
・LEGO 
WeDo 

・これまで習得したプログ
ラミングの知識を活用し、
早く走るためのプログラミ
ングを子どもたちが主体
的に考え、自由にプログ
ラミングし、レース大会を
実施した。何度もトライ
＆エラーを繰り返し記号

・iPad上にタイムが
出るようプログラミン
グさせ、レース大会
を実施した。 
・記録用紙を用意
し、何度もトライ＆
エラーを繰り返すこ
とにより早く走るため
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の組み合わせをどのよう
に改善していけばより意
図した動きに近づくかを
論理的に考えていくことを
学んだ。 
 

のプログラミングを考
えさせた。 
 

 
＜講座 5日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留

意点 
20分 発表会シンポ

ジウムで発表 
・参加者（約１００人）
の前で、「Spheromini」、
の実演と「LEGO WeDo」
のレース大会。活動の感想
を述べる。 

・iPad 
・Spheromini 
・LEGO 
WeDo 

・自分たちが講座の中で
学んできたことを保護者
や関係者等に発表す
る。 

・子供たちが主体
的に発表できるよう
実演やレーシングカ
ーでのレース大会を
行った。 

 
＜後期講座１日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留

意点 
120分 スフィローミニ

を動かそう︕ 
・メンバー紹介 
・プログラミングとは︖ 
・接続方法の説明 
・操作方法の説明 
・動かすことにチャレンジ 
 

・iPad 
・Spheromini 

・ロボットプログラミング教
材のスフィローミニを動か
すための、接続、操作、
入力方法などを学び四
角形の動きをするにはど
のような動きの組み合わ
せが必要であり、一つ一
つの動きに対応した角
度、長さ等をどのように組
み合わせたらいいのかを
考えながら体験した。 

・前期講座でサポ
ーター役を担ってい
た者がメイン講師と
して実施した。 
・前期講座とは違
い、親子で参加し
てもらった。 

 
＜後期講座２日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留

意点 
120分 スフィローミニ

を動かそう︕ 
・前回までの振り返り 
・親子でミッションチャレン
ジ︕ 
 

・iPad 
・Spheromini 

・前回までに学んだことを
活用し、保護者から子
供にロボット 

・保護者から子供
にミッションをあたえ
るようにし、親子で
コミュニケーションをと
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 の導線を指定し、ミッショ
ンとして課題をあたえさせ
た。 

りながら参加してい
ただいた。 
 

 
2.3.3 使用教材・端末の選定・確保 1-4 
使用教材については、淡路市が全小中学校（小４～中３）に 1人１台貸与している iPad と教育委員会で保

有しているプログラミング教材を活用して実施した。 
 
2.3.2 講座カリキュラム 1-5 
【講座⑤「情報科学３D」】 兵庫県立津名高等学校 

Blender を用いて、モデリングやシミュレーションを行うとともに、３D プリンターで出力し実際に手に取るカリキュラムを
組み立てた。手軽にモデリングやシミュレーションを行えるので、受講者はトライ＆エラーを繰り返し積極的に取り組んでい
る様子が見受けられた。ただ時間が経つにつれて、受講者の Blender を使うスキルにかなりの差が生まれ、他の受講者
が操作を終わるまで待ちぼうけになってしまっている受講者も見受けられた。また操作が不慣れな受講者ほど、思ったよう
にシミュレーションなどが行えず集中力が切れてしまうこともあった。今後はそれぞれのスキルに合わせて、ある程度こちらか
らやることを設定していくのが良いのではないかと思われる。スキルに合わせた個々へのテーマ設定を今後は課題としたい。 
 
＜講座 1日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意

点 
１０分 導入～ 

Blender
で出来るこ
ととは︖ 

・画像投影 
・モデリングやアニメー
ション作成、物理演算
など Blender で出来
ることを提示する 

・Blender 
・PowerPoint 

・Blender のソフトで
はどのようなことが出
来るのか実物を見な
がら確認する 

・実際の画面も見せ
ながら、Blender で
出来ることのイメージ
をつかませる 

10分 Blender
に慣れる 

・実際に Blender に
触ってみて基本的な
操作を学ぶ 

・Blender ・Blender のソフトに
慣れ、モデリングなど
を自分自身で出来る
ようにする 

・一つ一つ丁寧に操
作方法を確認する 
・受講者同士で助け
合いながら行えるよう
に声掛けする 

30分 物理演算
をマスター
する 

・物理演算の機能を
使いどのようなシミュレ
ーションができるか試し
てみる 
・剛体、クロス、煙、流
体、パーティクル、フォ

・Blender 
・PowerPoint 

・物理演算を実際に
行ってみてどのような
動き・シミュレーション
になるのか自分自身
で確かめる 

・操作に不慣れな受
講者もいるので、適
宜様子を見て支援す
る 
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ースフィールドの 6種
類の物理演算を行う 

10分 まとめと次
回に向け
て 

・物理演算で出来る
ことを再確認する 
・次回以降どのような
シミュレーションを行う
か考える 

・Blender 
・PowerPoint 

・どのようなシミュレー
ションを行うことが出
来るのか知る 

・次回以降シミュレー
ションを行うので、その
ことを受講者に伝えて
おく 

 
＜講座 2日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 
5分 前回の確

認 
・前回の講座で行っ
たことの振り返り 

・PowerPoint 
・Blender 

・物理演算でどのよ
うなシミュレーションが
可能であったか確認
する 

・前の講座の日から時間
がたっているため、画像・
実際の画面を投影しな
がら前回の内容を振り返
らせる 

15分 モデリング
を行う① 

・机のモデリングを行
う 
・シミュレーションを
行うための準備とし
て行う 

・Blender ・Blender の操作に
慣れる 
・前回取得した物理
演算を組み合わせ
て、作成する力を身
に付ける 
 

・操作に不慣れな受講
者もいるため十分に支援
する 
・様々な機能を駆使しな
がらモデリングを行い、
Blender の操作に慣れ
てもらう 

15分 モデリング
を行う② 

・椅子のモデリングを
行う 

・Blender ・自分自身でモデリ
ングを行う力を身に
付ける 
・Blender の様々な
機能を使えるように
なる 

・操作に不慣れな受講
者もいるため十分に支援
する 
・様々な機能を駆使しな
がらモデリングを行い、
Blenderの操作に慣れ
てもらう 

25分 モデリング
を行う③ 

・自分部屋または
理想の部屋の内装
のモデリングを行う 

・Blender ・想像したものを作
成できる力を身に付
ける 
・Blenderの様々な
機能を使えるように
なる 

・教えていない操作が必
要な時には適宜支援す
る 
・受講者に思い思いの部
屋を作成してもらう 
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＜講座 3日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 
10分 シミュレー

ションの内
容を決める 

・具体的にどのよう
なシミュレーションを
行うのか決める 
・シミュレーションの
内容は受講生がや
りたいものを主軸と
して考える 

・Blender ・前回までで学んだ
物理演算を利用
し、自分自身で考
えたシミュレーション
を行う 

・淡路島の産業と絡めら
れるように線香を用いたシ
ミュレーションで話を進めて
いく 
・イメージが沸きにくい受講
者には適宜話し合いなが
らすすめていく 

40分 シミュレー
ション準備 

・シミュレーションを
行うために必要なも
のをモデリングする 
 

・Blender ・今まで学んだ、モ
デリング方法や物
理演算を駆使して
シミュレーションが行
えるようにする 

・イメージ通りのシミュレー
ションが行えるよう、適宜
支援していく 

10分 シミュレー
ション 

・Blender でシミュ
レーションを行う 
・シミュレーションの
結果を見て改善点
がないか探す 

・Blender ・シミュレーションの
結果どのような動き
になったのか、効率
化できているのかを
その目で確かめる 

・上手く動いたことだけに
目がいかないよう声掛けを
する 
・更に改善できるところが
ないか探させる 

 
＜講座 4日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 
40分 シミュレー

ションの結
果を高めさ
せる 

・前回見つけた改
善点を修正し、さら
によいシミュレーショ
ンを目指す 
・修正が出来たらも
う一度シミュレーショ
ンを行いさらに改善
点がないか探す 

・Blender ・自分自身で改善点を
見つけられる力を身に付
けさせる 
・パソコン上でシミュレー
ションを行うことは、手軽
にでき何度も試すことが
出来ることを知る 

・場面設定を変えるな
ど、何度もシミュレーショ
ンを行わせる 
 

20分 出力準備 ・モデリングしたもの
を３D プリンターで
出力するための準
備をする 
・不具合がないよう
に、細かく点検しな
がら進める 

・Blender ・平面的な見た目にとら
われるのではなく、立体
的に物を見る目を育てる 

・画面上での出来栄え
だけでなく、3D プリンタ
ーで出力した場合にどの
ような形になるのかイメー
ジしながら作成させる 
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＜講座 5日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 
20分 発表会シン

ポジウムで発
表 

・参加者（約１０
０人 
）の前で、自身が
行ったシミュレーショ
ンの結果を述べる 
・3D プリンターでの
出力が間に合って
ないためパソコン上
でのシミュレーション
のみで発表する 

なし ・自分自身の言葉
でシミュレーションの
内容と結果を、分
かりやすく伝えるこ
とが出来るようにす
る 

・どのような意図でシミュレ
ーションを行ったのか、どうい
う結果になったのかを参加
者に伝えられるよう、話す
内容を整理させてから発表
させる 

 
＜後期講座 1日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 
60分 3D プリンター

で出力するた
めの準備 

・モデリングしたデー
タの修正を行う 
・３D プリンターで
出力した際に問題
なく使えるものが出
来上がるよう修正し
ていく 

・Blender ・平面的な見た目
にとらわれるのでは
なく、立体的に物を
見る目を育てる 

・3D プリンターで出力でき
るよう、平面的なモデリング
にならないよう注意する 
・受講者の様子を見ながら
適宜机間支援する 

 
 
＜後期講座 2日目＞ 
時間数 カリキュラム 詳細 使用教材 ねらい 実施上の工夫・留意点 
60分 検証作業 ・３D プリンターで

出力したものを使
い検証作業を行う 

 ・自身が作成した
ものを使いモデリン
グ、シミュレーショ
ンの成果を確かめ
る 
・検証作業の中
で改善点等を見
つける 

・結果をまとめるにとどまら
ず、上手くいった点と改善点
を見つけさせるようにする 

 
2.3.3 使用教材・端末の選定・確保 1-5 
モデリング・物理演算・シミュレーション・アニメーション作成など 1 つのソフトで複数のことが実施可能である Blender と

いうソフトを今回用いた。無料であり簡単にダウンロードできるという点も選定理由としては大きい。ショートカットキーも多く
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少ない操作でソフトを扱うことが可能な反面、直感的に使いこなすのは難しく操作を覚えないといけないという点が問題
点であった。特に低年齢の児童・生徒は覚えるまで時間を要した。また、多様なシミュレーションを手軽に行うことが出来
たが、パソコンのスペックによってシミュレーションの出来が左右されるのが問題となった。 
 
 
2.3.4 場所の選定・確保 
本事業では、廃校となった旧尾崎小学校の複数の教室を淡路市が無償で提供した。インターネット環境などのインフ

ラが未整備であるために、本事業採択後、速やかに光回線とWi-Fi環境等を整備した。回線事業者及びプロバイダー
等は、セキュリティ対応も充分に考慮して NTT ドコモを選定した。参加児童等が利用する端末（パソコン、プリンター
等）はWi-Fi環境下で、光回線はクラウドでの利用や、Web遠隔授業等で利活用した。淡路市が小学校高学年か
ら中学生の全生徒に配布したタブレット端末は、Wi-Fi専用であるので、今後、小中学校との連携においても、今回新
たに整備した通信環境の有効活用が期待される。本事業終了後には、端末（パソコン、プリンター等）は「淡路市
ICT クラブ」の代表団体である、「あわじ次世代テック推進会」及び「淡路市」で保管・管理し、事業の継続時において
有効に利活用する。 
本事業においては、2014年に廃校となった旧尾崎小学校の 1室を淡路市が無償提供した。耐震・耐火等につい

ては、淡路市にて確認されている。淡路市では、平成 17年の 5町合併による市発足時には 24校あった小学校が平
成 28年 4月 1日時点で 15校となっており、最終的には６校に再編する計画である。淡路市では、統廃合等で閉
鎖した施設について、積極的に民間等との連携による転用を図っている。小学校の施設は、地域コミュニティの「砦」とな
りうるので、本事業で継続利用をしてゆくにあたっての課題も検証した。 
今回の本拠点となった閉校の旧尾崎小学校を利活用して、学びの場としての ICT クラブ、地場産業と先端技術が

融合したベンチャー産業拠点としてのセンター設置や地域とともに発展を目指す企業誘致などを組み合わせて、閉校を
活用した地域の新しい知と学と農と工の拠点の整備を目指す話し合いをはじめる。 
 
2.3.5 学校との連携 
 淡路市 ICT クラブ協議会のメンバーとして教育総務部部長が参加して頂いていることで、学校との連携がスムーズに
進んだと感じている。淡路市教育委員会や教育総務部の協力のもと、教員 OBのメンター募集を実施していただき、ま
た、旧尾崎小学校の ICT教育としての利活用に繋げることができた。小中学校への案内チラシの配布や案内ポスター
の掲示なども教育委員会、学校、PTA及びこども会の協力のもと進めることができた。加えて、受講者の保護者として、
現役の小学校中学校の教員が参加されており、学内での活用等についても有意義な情報交換や講座の展開になった
のではないかと感じている。 
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3. 自立的な継続活動を実現する運営体制の検証 

3.1 自立的な継続活動を可能にする運営体制の整備 

講座の運用管理は、各講座の主体担当者において進捗管理を行い、確認の上、不定期で開催予定の「協議会会
議」において報告し、メンターによる振り返りと共に、課題等を協議することで、必要に応じて善後策を施す。進捗管理に
は、各講座で講座の内容を整理して課題の抽出等を行い、「協議会会議」において報告し、必要に応じて善後策を施
す。「協議会会議」において、随時、上記を取りまとめて、今後のテーマ設定方法や淡路市 ICT クラブの活動に係る検
討材料を収集、整理する。 
 

3.2 自立的な継続活動を可能にする人的リソースの確保 

サポーターによる積極的な講座参加を通じて、実証後の継続時におけるメンターとして自立し、淡路市 ICT クラブの
自律と自走を目指す。 
 

3.3 自立的な継続活動を可能にする講座の整備 

いきいき１００歳体操を題材にして電子新聞ことまどを活用することと各サテライト会場を LIVE通信でつなぐことを
組み合わせたことで、観る聴く書くをデジタル上で学び体感する貴重な体験を生むこととなった。加えてＩＣＴスキル、情
報の伝え方、個人情報の取扱い方などを身につけ世代間交流を進めることにも繋がった。別講座では自分たちの住んで
いる地域にあわせたオリジナルゲームを作成し、ゲーム体験を通して地域の防災について考えてみる大きなきっかけとなっ
た。ICT技術を学ぶことをきっかけとして、リアルな生活空間や現実の課題に向き合う貴重な機会の場となった。 
学外活動の ICT クラブから地域の課題を解決して産業化・ベンチャー化する、新たな地域人材の発掘と育成を今後

も進めていく。農業漁業などの一次産業や香り産業を代表する線香など、地元の企業や産業の更なる参画を促し、引
き続き島外の企業や高校高専大学とより一層連携を深め、地場産業と先端技術が融合し未来への教育に力を入れ
た地域を目指す。今回拠点となった閉校の旧尾崎小学校や周辺の資源を活用して、知と学と農と工が混じり合い、各
者が鼓舞しあい刺激し合う、地域の新しいインセンティブテクニカルセンター（仮称）ITC の設立を目指し議論を推し進
める。 
 

3.4 自立的な継続活動を可能にするマネタイズの工夫 

平成 32年度以降については、以下を予定している。 
本実証において実施予定のアンケート等を参考にし、参加者から参加費用を得る有料化モデルを導入する。なお、

費用に関しては、協賛金、クラウドファンディング、市の助成なども予定している。体制は、協議会において、A-TECH が引
き続き中心となり、メンターの育成にも努め、自立と自走を目指す。なお、協議会メンバーは適宜、必要な支援を有償または
無償で行う。受講者保護者からの受講料、地域の企業からの協賛金、住民からの拠出金、市の協力、県の協力、島外の淡
路島出身者からの支援金、島外の企業との連携などを想定している。 
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